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　あけましておめでとうございます。　
　皆様には、こころ新たに新年をお迎えになられた
ことと、お慶び申し上げます。

　さて、昨年を少し振り返りますと、我が国経済は
コロナ禍を乗り越え、社会経済活動が正常化する中、
一部で足踏みがみられるものの緩やかな回復基調を
取り戻し、所得環境の改善やインバウンド需要によ
り更なる持ち直しが期待されるところがあるものの
急激な為替変動による業績への影響、長引く不安定
な国際情勢とそれらによる原材料・エネルギー価格
高騰に伴う物価の高騰が景気回復のブレーキになる
ことも懸念されます。このような先行き不透明な環
境下で経済界は「デフレからの完全脱却」と付加価
値の増大・最大化を通じた「構造的な賃金引上げ」
の実現に向けて取り組んだ1年ではなかったでしょ
うか。
　2025年も「構造的な賃金引上げ」と「分厚い中間
層形成」の実現を目指して、「人への投資」を促進し
労働生産性を改善・向上させることが必要不可欠で
あり、働き方改革の推進・継続とあわせて、アウト
プットを最大化するための取り組みが必須だと考え
ます。
　一方、急速な人口減少や少子高齢化に伴う労働力
問題に対応するためには、外国人や女性、若年者、
高齢者、障がい者、有期雇用等労働者など多様な人
材の労働参加率向上による「数」の確保と、働き手
のスキルアップを通じた「質」の向上の両面からの
アプローチが重要です。
　また、播磨圏域の課題に目を向けますと、播磨の
直近の有効求人倍率は1.54倍と当地域の労働者不足
が高止まりしており、ものづくりの労働力不足が懸
念されております。工業系高校生や理系大学生をは
じめとした人材の流出については、コロナ禍以前と
変わっていないのが現状です。当地域の潜在的な労
働力不足の解消が喫緊の課題であります。

　そこで、姫路経営者協会では、『地域と企業の更な
る発展に貢献します』を基本方針として更に新しい
形を模索しながら基本事業や人材確保・育成に関す
る事業を推し進めることで地域社会と地域経済の回
復と活性化を目指してまいります。

1．若者就業促進について
　近県の大学生を対象にした播磨圏域企業の見学会
や説明会の実施、遠隔地の大学での出前セミナー・
大学、専門学校と企業の連絡会設立・高校生向け説
明会等により、地域を挙げて若者への情報発信を行
い、人材確保に繋げます。

2．多様な人材活躍（DEI推進）と人への投資支援
　深刻化する労働力問題を背景に、多様な人材が有
する能力を最大限引き出すためにDEI※を推進・浸
透させる必要があるのではないでしょうか。具体的
には、外国人高度人材の採用支援、女性の出産など
の将来のライフイベントを想定したキャリア構築支
援、そして、就労者全員のスキルアップが企業の生
産性向上に繋がり、新しい働き方改革が実現できる
一つの方策と考えております。引き続き社会が必要
とする人材確保と育成事業を推し進めてまいります。

　当協会は設立以来、一貫して「人」が重要な資源
と考えており、今後も引き続き産官学金との連携を
深めて事業に当たる所存でございます。
　本年も、より一層のご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

年頭に思う
姫路経営者協会

　　会　長 岡 田 兼 明

※Ｄ：ダイバーシティ（多様性）　Ｅ：エクイティ（公正性・公平性）　Ｉ：インクルージョン（包摂性）



��月
� ਫ ձใࢽ ߦൃ
��  ࢠ;Ε͋いΠϕϯτ 姫路商工会議所 201研修室

�� ݄ ਓ੍ࣄ・࿑࠙ஊαϩϯ 姫路経営者協会 研修室

��  ৽य़ߨࡁܦԋձ 姫路商工会議所 2階大ホール

�� ਫ
ձࡾ ・ٞཧࣄձ 姫路経営者協会 研修室／201研修室

৽࠙ஊ・࠙ ձ 姫路商工会議所 2階大ホール

��月
� Ր मେձݚ 姫路キヤッスルグランヴィリオホテル

� ۚ ࿈བྷձܞ࿈ֶ࢈ 姫路経営者協会 研修室

��  य़ܦقӦݚमձ 姫路商工会議所 201研修室

�� Ր एखܦӦक़（6OEFSô��） 姫路経営者協会 研修室

�� ۚ ཧܥେֶੜରόεπΞʔˍڀݚۀاձ ホテルサンシャイン青山
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���月

� ۚ
ձใࢽ ߦൃ
Ҫେֶۀاհग़લηϛφʔ 福井大学

� ۚ ࿑ཧ࠲ߨૅج（ୈ�ճ） 姫路経営者協会 研修室

��  ୈҰ෦ձओ࠵ΰϧϑίϯϖ 青山ゴルフクラブ

��ʙ�� தࣾݎһݚम 姫路経営者協会 研修室他

��ʙ�� ୈ��ճۀ࢈πʔϦζϜ 福岡県・熊本県

�� ۚ ࿑ཧ࠲ߨૅج（ୈ�ճ） 姫路経営者協会 研修室

�� ݄ খूஂ׆ಈڀݚྫࣄηϛφʔ 姫路商工会議所 201研修室

��ʙ�� ಜऀݚम 姫路経営者協会 研修室他

��ʙ�� ཧ৬ݚम 姫路経営者協会 研修室他

���月

� ਫ େֶͷब৬୲ऀͱۀاͷ࠙ஊձ
（Πϯλʔϯγοϓޙࣄใࠂձ） 姫路商工会議所 702ホール・展示場

�� Ր հग़લηϛφʔۀاେֶـۙ 近畿大学工学部 広島キャンパス

�� ਫ Ϛφʔݚम 姫路経営者協会 研修室

�� ۚ ਓࣄελοϑڀݚձ（14$） 姫路経営者協会 研修室

�� ݄ ਓࣄ࿑・教ҭ୲ཧಜऀڀݚձ（+3,） 姫路経営者協会 研修室

�� Ր एखܦӦक़（6OEFSô��） 姫路経営者協会 研修室

��ʙ�� ղ ・ܾվળ׆ಈ（2$・*&）ख๏ݚम 姫路商工会議所 201研修室

�� ۚ ฌཱݝݿ০ຏߴۀֶۀاߍհηϛφʔ 兵庫県立飾磨工業高等学校

ʢ��݄ʙ��݄ʣࠂಈใ׆協ܦ
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Ҫେֶۀاհग़લηϛφーʢͷͮくΓを͑ࢧΔਓ֬ࡐ保ࢧԉۀࣄɾޏ༻ଅਐରۀࣄࡦʣ

　11月1日（金）に福井大学工学部の学生を対象に中播磨地域と企業を紹介するセミ
ナーを実施しました。
　・第1部：中播磨地域の紹介及び企業の説明　参加73名
　・第2部：ブースでの学生との懇談会　　　　参加14名
　県外の学生に播磨地域の特色とモノづくり企業を認知いただく機会となりました。
ご参加・ご協力いただきました企業の皆様へ御礼申し上げます。
　　ウシオ電機株式会社／虹技株式会社／山陽特殊製鋼株式会社
　　株式会社デービー精工／株式会社八瀬鉄工所／大和工業株式会社

େֶͷब৬୲ऀͱۀاͷ࠙ஊձʢΠϯλーϯシοϓݚޙࣄमձʣ
ʢͷͮくΓを͑ࢧΔਓ֬ࡐ保ࢧԉۀࣄɾޏ༻ଅਐରۀࣄࡦʣ

　12月4日（水）に大学等の就職担当者と企業の懇談会を実施しました。本事業は学校
と産業界の連携を図り、相互に理解を深めることで地域の発展に貢献することを目
的に、今年度より開始しました。当日は20校から21名の就職担当者の方と45社から
56名採用担当者の方にご参加いただきました。
　・第1部：2024年度大学生インターンシップ推進事業実施報告及び来年度方針
　・第2部：学校と企業の懇談会（ブース形式）

ʪ׆ڠܦಈใࠂʢ��月ʣʫ

ʣۀࣄࡦଅਐର༺ޏɾۀࣄԉࢧ保֬ࡐΔਓ͑ࢧհग़લηϛφーʢͷͮくΓをۀاେֶـۙ

　12月10日（火）に近畿大学工学部の学生を対象に中播磨地域と企業を紹介するセミ
ナーを実施しました。
　・第1部：中播磨地域の紹介及び企業の説明　
　・第2部：ブースでの学生と懇談会　参加21名
　県外の学生に播磨地域の特色とモノづくり企業を認知いただく機会となりました。
ご参加・ご協力いただきました企業の皆様へ御礼申し上げます。

ฌཱݝݿ০ຏߴۀֶۀاߍհηϛφーʢͷͮくΓを͑ࢧΔਓ֬ࡐ保ࢧԉۀࣄɾޏ༻ଅਐରۀࣄࡦʣ

　12月20日（金）に兵庫県立飾磨工業高等学校にて企業紹介セミナーを実施しました。播磨地域で活躍されるものづくり
企業にご登壇いただき、企業紹介を行っていただきました。ご参加・ご協力いただきました企業の皆様へ御礼申し上げま
す。
　　関西電力送配電株式会社／日本化薬株式会社／ダイハツディーゼル姫路株式会社
　　住友精化株式会社 姫路工場／姫路東芝電子部品株式会社

ʪ׆ڠܦಈใࠂʢ��月ʣʫ

ձһਪҠσーλ (R6.12.19時点）
શɹɹମ 662
ୈҰ෦会ʢै業員ø÷÷ਓະຬʣ 432
ୈೋ෦会ʢै業員ø÷÷ਓҎ্ü÷÷ਓະຬʣ 134
ୈࡾ෦会ʢै業員ü÷÷ਓҎ্ʣ 89
ஂɹɹମ 7

˗େূ݊ࣜגձࣾ 姫路ࢧళ˗
৽̋支　　店　　長　立花　利晃氏
◯旧支　　店　　長　辻田　貴志氏
˗ॴ࡞ػਫ਼ڵձࣾ৽ࣜג˗
৽̋代表取締役社長　峰　　裕司氏
◯旧代表取締役社長　三木　典子氏
˗෦ిࣜגձࣾ˗
৽̋代表取締役社長　小山　修平氏
◯旧代表取締役社長　小山　恵生氏

දऀมߋ
会 員 情 報

<順不同・敬称略>

˗͍ئ͓˗

会員情報に変更がございましたら
事務局までお知らせください。

ԫद๙ষ
株式会社三木組 代表取締役
三木　健義氏

ࣄ　　　ܚ 栄えある受章
おめでとうございます

Ѵখदষ
株式会社宮﨑商店 代表取締役社長
宮﨑　雅彰氏

Ѵޫষ
西部電工株式会社 代表取締役会長
小山　恵生氏

Ѵ୯ޫষ
株式会社シマヤ 代表取締役会長
髙島　隆三郎氏

　　グローリー株式会社／株式会社コタニ／山陽特殊製鋼株式会社／株式会社ハマダ／福伸電機株式会社

第1部

第2部



山野印刷株式会社

株式会社コタニ

૯՝ ՝

大西　宏和ࢯ

૯෦ ૯՝ ૯ 

足達　亮ࢯ

司会 渋谷　光太
（姫路経営者協会 ըਪਐاਪਐ෦ۀࣄ （

�༰ͱ֓ཁʹͭいͯ教͑ͯͩ͘͞いɻۀࣄձ：ࣗࣾͷ࢘
ୡࢯ：当社は主に自動車のトランスミッションや足回り
など、強度と精度が求められるパワートレイン部品の製造

を行っております。製造方法は全自動プレス機を使用した

鍛造技術および特許技術を駆使したローリング工法を採用

しています。また、EVを視野に入れたコア技術の強化と

生産能力の拡大に取り組むとともに、新たに旋削やギヤの

歯切りなどの機械加工技術の開発も進めています。これに

より、鍛造、熱処理、機械加工までの全工程を自社工場で

一貫して行える体制を構築し、自動車部品のアッセンブ

リーメーカーへの部品供給を行っています。

　従業員数は472名、2023年度の売上高は232億円です。

寺ࢯ：当社は化学合成、重合技術、配合技術をコアテク
ノロジーとして使用し、化学製品の研究開発と製造を行っ

ております。製品の応用分野は、化学、エレクトロニクス、

ɹࠓճۀछͷҟͳΔ̏ ͔ࣾΒ࠾༻୲ऀͷํʹ͝ొ
い͖ͨͩɺ֤ࣾͷ࠾༻ঢ়گͱ๊͑Δ՝ɺਓखෆ
ͷରࡦʹͭい͓ͯい͖ͨͩ·ͨ͠ɻ৽͠いਓࡐΛܴ͑
ΔͨΊɺͦͯ͠ڞʹձࣾΛ͑ࢧΔਓࡐͷྲྀग़Λ͙ͨΊ
ʹɺͥͻͩ͘͝͞ߟࢀいɻ

企業の
採用活動の状況と
　人手不足への対応

ナガセケムテックス株式会社
ըਪਐຊ෦ا ਓࣄ૯෦ ෦

寺内　規浩ࢯ

4
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自動車、航空機、ヘルスケアなど多岐にわたります。グロー

バルに展開しているNAGASEグループの一員として、強

力なネットワークを活用し多種多様な高機能化学製品を各

分野のお客様へお届けしております。

　従業員数は約560名、2023年度の売上高は251億円です。

େࢯ：�当社はBtoBの総合印刷業として、広告・宣伝の
分野で、企業様のお役立ちできるような企画提案、制作、

印刷業務、配送、納品までを一貫して行っております。近

年の広告・宣伝業界は、コロナ禍を経て従来の紙媒体から

デジタル媒体へと大きく変わってきました。ニュースでも

新聞の購読数減少が取り上げられ、お客様が若い方への

PR方法を模索しておられることから、ホームページ・EC

サイトの構築やSNSの運用サポート、マーケット分析など

を取り入れてお客様へ提案を行っています。

　従業員数はグループ会社含めて約170名、売上高に関し

ては非公表としております。

いͯ教͑ͭʹײͱॆگঢ়༺࠾ձ：ࣗࣾͷ৽ଔ・த్ͷ࢘
ͯͩ͘͞いɻ
ୡࢯ：新卒・中途採用ともに、なんとか採用に繋げてい
る感覚です。製造業のため、主に製造オペレーターの採用

が全体の約8割を占め、残りの約2割が技術職や文系総合

職の採用活動となります。充足感としては、毎年苦戦して

おり、特に3交替勤務の製造オペレーターに関しては、高

校生や大卒、中途採用を問わず年々難しくなってきており、

なんとか確保している状況です。母集団が少ない中ではあ

りますが、当社では定着を目指し、ミスマッチがないよう

な採用を心がけています。

寺ࢯ：新卒採用に関しては、院卒を対象とした研究開発
職、学卒を対象とした開発アシスタント職、品質管理職に

ついては概ね確保できている状況です。一方、高卒を対象

とした製造職については、工業系の学科に限らず全学科で

募集を行っていますが、応募人数は減少傾向にあり厳しい

状況が続いています。

　中途採用に関しては、高い専門性を求められるポジショ

ンの人材確保がやはり難しいと感じています。

　また、専門分野を学ばれた学生に関してはその専門の大

手企業が人材を多く確保してしまう傾向にあると感じてい

ます。当社でもIT系の人材を募集したところ、製造業で

あることが原因なのか応募がなかなか来ない状況に陥って

います。結果、現在は中途の経験者を採用している状況に

あります。

େࢯ：�当社の新卒採用は職種が大きく2つに分かれて
おります。１つは営業職、そしてデザイナー職です。これ

らをメインに採用活動を行っており、プラスアルファで

プログラマーや社内SEを若干名採用しています。充足感

に関しては、新卒の営業職採用が少々苦戦気味で、年々採

用における他社との競争が激しくなっていると感じていま

す。デザイナー職は人気の職種ですので希望する学生が多

いですが、一方でデザインを専門で行っている会社は新

卒の採用を行っていない場合が多いため、新卒からデザイ

ナーを育てる当社を希望される学生が多くいらっしゃいま

す。また、プログラマーやSEに関しては人材確保が難し

いと感じておりますが、採用人数が多くないためなんとか

採用が行えています。

　中途採用に関しても、営業職は新卒採用と同じような厳

しい状況にあると言えます。これまでは主に学卒、専門卒、

中途での採用を行っていましたが、来年度からは数年ぶり

に職種を限定して高卒採用に取り組むことを検討していま

す。

　先程寺内氏が専門分野の人材が大手に流れてしまうお話

をされましたが、姫路市内の専門学校の先生にお話を伺う

と、当社もやはり大手企業の二番手として学生に選んでい

ただける場合が多いようです。そういったところでも地元

の学校で会社説明会を実施し、採用に繋げられるように活

動をしています。

εέδϡʔϧʹͭいͯ教͑ͯͩ͘͞いɻ༺࠾ձ：ࣗࣾͷ࢘
ୡࢯ：新卒採用については夏頃から大学3年生向けにオ

ナガセケムテックス株式会社 播磨事業所 社屋



6

ンライン、来社型で1dayの仕事体験を各2回ずつ開催し

ています。冬も同様に1day仕事体験を実施し、採用活動

の早期化に伴い、少しでも早く企業研究や就職活動を進め

ている学生の目に留まるよう努めています。高校生に関し

ては、2年生を対象に3日間の高校生インターンシップを

開催し、企業認知度を高める取り組みを行っています。ま

た、通年採用も導入しており、状況に応じて年間を通して

採用活動を行っています。

寺ࢯ：当社は夏と冬に2日間のプログラムで、従来イン
ターンシップと言われていた仕事体験を行っており、参加

者を優先的に選考しています。その後一般応募の採用選考

があり、例年夏頃には内々定が確定しています。夏の休暇

期間に仕事体験を実施すると学生が参加しやすいというメ

リットもありますが、冬の時期は実習を行っている企業が

少ないため、かえって参加を希望される学生が多くなる傾

向にあります。体感としては、理系の学生は就職活動への

動きが早く、文系の学生は動きがゆっくりしているように

思います。

େࢯ：�当社は姫路経営者協会が運営している「大学生
インターンシップ推進事業」や印刷工業組合で学生の仲介

を行っていただくなどしてインターンシップを開催し、学

生とコンタクトを取っています。しかしこれらの活動が採

用実績に効果が表れているかというと、まだまだであると

感じています。採用時期は毎年秋頃まで続く傾向にありま

す。

ಈʹ͓͚Δࣗࣾͷ՝ʹͭいͯ教͑ͯ׆༺࠾ͷࡏݱ：ձ࢘
ͩ͘͞いɻ
ୡࢯ：前述の内容にも触れましたが、最も重要なのは母
集団の形成です。しかし、単に母集団を形成するだけでは

なく、ターゲットとなるペルソナに対して効果的な母集団

を形成することが重要です。したがって、当社では製造オ

ペレーターに対するアクションやPR方法も年々変化して

おり、それに対応した施策が必要と考えています。

　また、UJIターン者が少なくなっているという現実もあ

り、その限られた対象者に対して効果的にアピールできる

ツールの選択が今後の課題となります。この点については、

兵庫県が進めているUJIターン者へのアプローチにも注目

していきたいと考えています。

寺ࢯ：高卒採用については指定校求人としておりますが
母集団形成をすることが難しいと感じています。まずは高

校の就職担当の先生に当社を知っていただくために高校へ

訪問し、会社説明や職場見学の受入れをしています。また、

学生が製造の仕事についてイメージしやすいように動画も

作成しました。

　中途採用では開発・設備関係の中途採用の手段を模索す

ることが課題です。専門分野に強いエージェントへ依頼し、

求人をかけている部署の管理職と直接やりとりをして、

我々のニーズをエージェントに理解してもらう取り組みを

行っています。

େࢯ：�当社も同じく母集団形成が課題と感じています。
先程お話に挙げたように営業職は幅広い分野の学生を募集

できますが、その分競争も激しく、学生がインターネット

で検索する際には条件面で弾かれてしまうこともありま

す。当社としても条件を良くするためにいきなり給与や年

間休日を増やすことは難しいので、仕事面でいかに興味を

持ってもらえるか工夫することが重要だと考えています。

一方、学校の先生から直接紹介いただいた学生に関しては

面接に繋がりやすい感触がありますので訪問エリアや機会

を増やしていきたいと思っています。

　中途採用に関しては当社もエージェントを利用してこれ

からの未来に向けた会社の取り組みを積極的にPRしてい

ます。また、面接の際は各部署長が同席し仕事内容や職場

環境などを正直にお話するようにし、なるべくミスマッチ

を無くすように心がけています。

山野印刷株式会社 社屋
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いΔࣗࣾͷ߹ཧԽ・ޮԽͯͬߦձ：ਓखෆʹରͯ࢘͠
ʹͭいͯ教͑ͯͩ͘͞いɻ
ୡࢯ：当社では、業務の効率化とコスト削減を目指し、
作業の自動化に注力しています。工場では、フォークリフ

トの無人化を導入することで、物流コストの削減と作業効

率の向上を実現しています。一方、事務所ではRPA（注1）

を活用し、単純作業の自動化によって、社員の負担軽減と

業務の効率化を図っています。また、業務改善の取り組み

として、全社員を対象に改善提案を募り、業務フローの無

駄を排除する活動を推進しています。この活動では、新人

からベテラン社員までが業務の改善責任者として参加し、

全員が積極的に意見を出し合っています。その結果、新た

な視点を持つ新人社員からの提案により、年間で数百万か

ら数千万円規模のコスト削減を実現するなど、具体的な成

果を上げています。 

寺ࢯ：当社では各種システム化による業務効率化や、製
品統廃合による生産最適化、会議体の統合による会議時間

の削減、事業部と管理部門の協業による草の根レベルから

の業務改善推進の取り組みなどを実施しております。採用

活動における合理化・効率化においては、選考活動の効率

化としてWeb面接の実施や、面接回数削減、採用管理シ

ステムの導入による業務効率化を推進中です。採用に関し

ては片手間ではできないことですので、採用担当の人員を

増やし、専任者を立てるようにしています。

େࢯ：�今年度からは会社全体で「仕事量の3割を減ら
す」という取り組みを開始しており、従来10割の力でやっ

ていた仕事を7割でできるように効率化を図っています。

これは削減できた時間でベテラン・若手問わず新しい分野

を学び、会社全体としてお客様への提案の幅を拡げるため

に行っています。“3割”とかなり大きな数字ですので多

少無駄な業務を削減した程度では変わりません。頭の発想

を切り替えて、システム化やAIの活用を進めていってい

ます。

ಈͷలΛ教͑ͯͩ͘͞いɻ׆༺࠾ͷޙࠓ：ձ࢘
ୡࢯ：当社の今後の課題は人材不足への対応です。これ
からは単なる「採用活動」にとどまらず、「人材の確保」

を中心に据えた戦略を展開していきます。人材の確保は、

採用後の定着を視野に入れた継続的な取り組みが必要不可

欠です。定着に向けた重要な施策として、以下の5点に注

力します。

①入社後のサポート体制の強化：社員が安心して働ける環

境を提供し、初期の不安を解消

②エンゲージメント向上：社員一人ひとりがやりがいを感

じ、会社への帰属意識を高める

③労働環境の改善：労働時間の短縮や快適な職場作りに取

り組み、社員の満足度を向上させる

④省人化と自動化の推進：効率化を進め、業務負担を軽減

し、働きやすさを確保

⑤教育環境の整備：スキルアップのための明確な教育制度

を確立し、社員の成長を支援

　これらの施策を一つひとつ着実に実行することで、厳し

い人手不足を乗り越え、持続的に成長する企業を築いてい

き、「人材の確保」を進めていきます。

寺ࢯ：人材確保がますます難しくなることが予想される
ため、社内の様々な仕組みや人事制度、育成、キャリア支

援、労働環境などをより良いものに改善するとともに、会

社の魅力を適切な手段を使って社外にアピールしていきた

いです。

　新卒採用とキャリア採用、職種等のポジションによって

も採用における課題は異なるため、各ポジションに応じた

戦略をもって施策を実施いたします。

େࢯ：�採用も大切ですが、反対に会社から出て行って
しまう人材を引き留めることも重要であると考えています

ので、人事制度の見直しにも取り組んでいく予定です。若

い人材の確保については社内環境の改善や従業員が満足感

を得られる、やりがいがあると思える業務にしていくこと

で実を結ぶのではないかと思っています。

（注1）RPA…ロボティック・プロセス・オートメーションの略。
これまで人間が対応してきたコンピューター上の操作
をロボットに代行させること。アプリケーションソフ
トや業務システムの操作、メールの自動送信等。
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Πϯλビϡーۀا

　当社は1924年に私の曾祖父が創業し、2024年に100年を
迎えました。創業当時は特定の業界・分野に特化せず、生
産性を上げるための機械をなんでも作る「発明家」のよう
な仕事を行っていました。その後、大手造船所と取引を開
始し、船舶用部品生産を請け負ったことで実績を挙げまし
た。現在まで続くクランクシャフトの製造・加工事業を開
始したのは1961年頃で、製造物のほとんどが船舶のエンジ
ンに使用されていました。
　2000年頃までは祖母が会長、父が社長を務めており、私
は大学卒業後も家業に囚われず好きなことをしたいという
想いがあって飲食店で働いていました。しかし、祖母が逝
去したことをきっかけにそれまで名古屋に在住していた私
は実家へ戻る決断をしました。真逆の業界へ転身したため
最初のうちは苦労もありましたが、現場で技術を学ぶ他、
古くから付き合いのあった取引先の勧めから品質管理につ
いて学び、品質管理優良認定工場にも認定いただきまし
た。

　当社の転機と言えるのはリーマンショックの翌年以降
で、主要な取引先が3割程減少したことから、船舶用エン
ジンに依存しない体制づくりを始めました。その効果は
徐々に表れ、現在の製造品は全体の約7割が船舶用エンジ
ン、約3割がその他産業分野のプレス機やコンプレッサー
に使用されるクランクシャフトとなっています。
　そして入社から12年が経過した2012年に代表取締役社長
に就任しました。37歳と当時では比較的若い年齢での承継
でしたが、先代の社長である父の「経営について分からな
いことを聞ける今のうちに承継したい」という想いを受け
止め、事業承継を行いました。父以外にも祖母の時代から
当社に勤めている豊富なキャリアを持った4人の職人にも
各場面で支えてもらいました。そして、それまで職人頼り
だった現場の製造フローを自動化し、若手にとって働きや
すい環境にするために設備投資を進めました。船舶用エン
ジン以外の産業分野への参入も推し進め、その甲斐あって
か祖母の悲願であった工場の増築も叶いました。

　リーマンショックの影響は1年遅れで発生しました。経
営危機になるほどではなかったものの、そこから数年をか
けて徐々に元の業績に戻していきました。コロナ禍でも一
度業績が下がりましたが、回復も早く、現在は安定した経
営を行えています。また、当社は日本で唯一クランクシャ
フトの一貫生産を行っています。図面さえあれば1から製
品を作ることも可能ですので取引先からも信頼を得た経営
ができており、「クランクシャフトのことなら八瀬鉄工所」
と言っていただけることが多くなりました。

ॴձࣾീమࣜג

ձࣾ֓ཁɾԊֵ

経歴・趣味
高校卒業後、愛知県の大学の外国語学部へ進学。学生時
代のアルバイト経験から飲食業界に興味を持ち、大学卒
業後は2年半飲食業界を経験。その後家業である八瀬鉄
工所へ入社。2012年に代表取締役社長に就任。飲食業界
での経験から、自身で作ったもので喜んでもらうことに
やりがいを感じ、現在でも社員に向け、週に一度「社長
食堂」を実施している。

දऔకࣾɹീɹɹ߂ɹ࢘ ࢯ

日本で唯一クランクシャフトの一貫生産を行い、
若手の職人育成に力を入れて取り組んでおられる

株式会社八瀬鉄工所 代表取締役社長 八瀬 弘司 氏に
お話を伺いました。

ಈؾܠ

本社社屋

Ұͭのʹґଘしͳ͍ܦӦʹస
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　従業員数はパート含め34名で、そのうち14名が30代以下
の若手です。一人前の職人になるには15年～20年はかかる
ので、現場での従業員教育は基本的にOJTです。一人前に
なるまではひたすら修行のような訓練が必要ですが、その
中でも分からないことをすぐ質問できる人は成長が早いと
感じています。現場での経験が一番の財産になりますので、
私はそういった環境を整えるようにしています。特にクラ
ンクシャフトの不良は今でこそ年に1度あるかないかの程
度まで減りましたが、職人の技術に頼りきっていた時代は
よくありました。一つのクランクシャフトを仕上げるには
数か月の時間が必要です。時間と安全は取り戻せるもので
はないので、若手を育てるためにも自動化は今後も進めて
いく予定です。
　クランクシャフトは一般の人の目には届かない製品です
ので、やりがいを感じるのが難しい職種であると思います。
私自身もお客様の反応が直接伺える飲食業に就いていまし
たので、その点でギャップを感じる場面がありました。「こ
の仕事が社会貢献しているのか」と悩むこともあるかもし
れませんが、自分たちの製品が日本の物流を担う大きな船
に使われていることや、生活には欠かせない製品に使われ
ていることを通してやりがいを感じてほしいと願っていま
す。

　クランクシャフト加工は精密な作業を1日かけて行うた
め、従業員一人ひとりが責任を持って真剣に集中して取り
組まなければならない現場です。そのため従業員同士のコ
ミュニケーションが不足しがちですが、従業員全員でやり
がいを感じられる会社にしたいという想いが常にあり、週
に1度、社員に向けて昼食を振舞う“社長食堂”を実施し
ています。真剣な現場から一変、柔らかい雰囲気で一息つ
いてコミュニケーションを取れる環境が構築でき、さらに
従業員の健康も気遣える「人」に重きを置いた経営ができ
ているのではないかと思います。従業員からは味の感想や
料理のリクエストなどもあり、コミュニケーションが生ま
れ、私自身も頑張っているというより料理を楽しみながら
振舞っています。いずれは社員食堂の整備も進め、社員だ
けでなく地域の人も来られるようにすることが理想です。

　100周年記念として当社のマスコットキャラクターが誕
生しました。当社の昔からの技術を支える侍「くらんく軸
の介」と最新の技術と機械を用いて進化を続けるヒーロー
「クランクシャフトマン」です。新旧あってこその八瀬鉄
工所という意味を込めました。採用活動のための広報で活
用する予定です。

　採用を強化し、若い世代の人材確保に力を入れていきた
いです。私たちの世代が職人から技術を教えてもらったよ
うに、クランクシャフトのニーズに応えていくための技術
を40代以降のベテランから若手へ継承してもらうことが目
標です。設備投資はお金があればできますが、人材育成に
ついては10年近い年月が必要です。そういったことを考え
ると、会社を動かす中で「人」は最も重要であると思いま
すし、今後も「人」に重きを置いた経営を続けていきたい
と思っています。

本社所在地：〒671-0254 姫路市花田町勅旨字橋爪90
　　　　　　（工場見学歓迎！）
ＴＥＬ：079－253－1360　ＦＡＸ：079－253－8803
ＵＲＬ：https://yase.co.jp

ࣾ৯ಊでैۀ員のྠをͻΖ͛Δ

会
社
概
要

今後の展望

従業員教育

社長食堂

100年を迎えて

X（旧Twitter）InstagramHP
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株
式
会
社

顧
客
の
動
脈
と
な
り

明
る
い
未
来
へ
の
道
筋
を
創
り
出
す

加
藤
智
佳
子

代
表
取
締
役
社
長

飾
東
電
機
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
食
文
化
の

「
お
い
し
さ
」
を
サ
ポ
ー
ト

山
野
昭
彦

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヤ
マ
ノ

ボ
イ
ド
、
ス
リ
ー
ブ
及
び

シ
ー
ト
用
巻
芯
の
製
造
卸

米
谷
啓
和

代
表
取
締
役

米
谷
紙
管
製
造
株
式
会
社

こ
め

た
に

ひ
ろ

か
ず

謹
賀
新
年
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

鎌
谷
一
磨

代
表
取
締
役
社
長

丸
魚
水
産
株
式
会
社

Ｎ
Ｓ
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム
工
法

全
国
展
開
中

阿
比
野

剛

代
表
取
締
役

阿
比
野
建
設
株
式
会
社

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ら
お
任
せ
を

城

守

代
表
取
締
役

株
式
会
社
昭
和
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
塗
装
で
世
界
を
彩
る

戸
﨑
寿
人

代
表
取
締
役

戸
﨑
産
業
株
式
会
社

ご
縁
に
感
謝
ʂʂ

北
村
聡
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
北
村
工
務
店
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食
の
力
で

日
本
の
未
来
を
創
る
！

藤
橋
拓
志

代
表
取
締
役

株
式
会
社
藤
橋
商
店

た
ま
ご
や 瀬

川
昌
平

代
表
取
締
役

株
式
会
社
マ
ル
ツ
ネ

播
州
め
ん
の
綜
合
メ
ー
カ
ー

鉄
で
未
来
を
未
来
の
鉄
を

小
林
幹
生

代
表
取
締
役
社
長

大
和
工
業
株
式
会
社

各
種
工
業
炉
・

新
素
材
開
発
実
験
炉
の
設
計
・
施
工

中
林

康

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
広

築

自
販
機
を
通
じ
て

憩
い
の
空
間
を
お
届
け
致
し
ま
す

安
田
喜
昭

代
表
取
締
役

ヤ
ス
ダ
産
業
株
式
会
社

こ
こ
ろ
を
運
ぶ

マ
イ
ン
ド
特
急
便

川
端
敬
三

代
表
取
締
役

谷
井
運
輸
株
式
会
社

価
値
あ
る
時
間
で
未
来
を
か
た
ち
に

矢
野
卓
也

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
マ
イ
ン
ズ

『
一
期
一
会
』
皆
様
と
の
出
逢
い
を

大
切
に
い
た
し
ま
す

谷
本
省
二

支
配
人

姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

安
平

亮

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヤ
ス
ヒ
ラ

モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て

美
し
い
未
来
環
境
を
創
る
。

社
是
『
愛
と
感
謝
と
積
極
性
』

黒
田
直
樹

代
表
取
締
役
社
長

三
相
電
機
株
式
会
社

地
域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
の

向
上
を
め
ざ
し
て

國
部
伸
也

会

長

一
般
社
団
法
人
姫
路
市
医
師
会

和
顔
愛
語 壺
阪
博
昭

代
表
取
締
役
社
長

:
0
4
)
*%
"
�(
$
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堀
江
一
雄

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ホ
リ
エ

地
域
の
み
な
さ
ま
に

喜
ば
れ
る
空
間
づ
く
り

い
の
ち
と
自
然
を
守
り
育
て
る

加
藤

渡

工
場
長

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
株
式
会
社

龍
野
工
場

く
だ
も
の
を
通
し
て

お
客
様
と
対
話

伊
賀
千
恵
子

代
表
取
締
役

株
式
会
社
丸
共
商
店

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る

中
村
正
行

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ

皆
々
様
の
ご
活
躍
と
ご
隆
盛
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す

中
川
ひ
と
み

代
表
取
締
役

株
式
会
社
姫
路
ホ
ン
ダ

　
　（
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
北
姫
路
）

あ
ら
ゆ
る
道
路
環
境
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

平
野
勝
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
平
野
組

井
澤
竜
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
井
沢
鉄
工
所

「
＋
１
」

プ
ラ
ス
ワ
ン
の
価
値
の
創
造
を

社
会
環
境
プ
ラ
ン
ト
機
器
メ
ー
カ
ー

髙
島

暢

代
表
取
締
役

株
式
会
社
タ
カ
タ
テ
ク
ノ

（
旧
高
田
工
業
協
業
組
合
）

情
報
通
信
ビ
ジ
ネ
ス
で
、

社
会
に
貢
献
し
ま
す

寺
尾

正

代
表
取
締
役

株
式
会
社
城
山
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

「
食
」
は
、
人
を
つ
な
ぐ

泉

周
作

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
泉

平

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
姫
路
市
役
所
前
店

　
　
　
　
　
　
　

飾
磨
店

　
　
　
　
　
　
　

姫
路
花
田
店

$
0
$
0
@EF�(

0
-F��

�$
A
F&

石
川
博
貴

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
イ
デ
ッ
ク

ガ
ス
業
界
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

出
木
舎
丈
夫

代
表
取
締
役
社
長

ガ
ス
物
流
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
＆
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で

次
代
を
創
造
！

水
田
裕
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

飾
磨
海
運
株
式
会
社

お
客
様
と
共
に
歩
み
続
け
て
44
年

井
本
裕
順

代
表
取
締
役

ソ
フ
ラ
株
式
会
社

機
密
書
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

当
社
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
ʂʂ

合
田
康
人

代
表
取
締
役
社
長

西
日
本
衛
材
株
式
会
社

福
住
達
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

地
域
密
着
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
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ひ
と
に
健
康
を
、
ま
ち
に
元
気
を
。

坪
井
良
英

姫
路
支
社
長

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

「
紙
」
の
こ
と
な
ら

林

叔
子

代
表
取
締
役
社
長

永
井
産
業
株
式
会
社

永
井
敬
裕

代
表
取
締
役
会
長

清
掃
・
家
事
代
行
・
植
栽
管
理
は

お
任
せ
下
さ
い

橋
本
一
磯

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
播
磨

橋
本
年
一

取
締
役
会
長

総
合
ア
ミ
ノ
酸
メ
ー
カ
ー
と
し
て

食
の
未
来
に
貢
献

中
川
善
弘

代
表
取
締
役
社
長

播
州
調
味
料
株
式
会
社

『
想
い
』
を
超
え
た
『
カ
タ
チ
』
へ

前
田
隆
彦

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
加
藤
建
築
事
務
所

消
費
財
流
通
の

ト
ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

津
田
信
也

代
表
取
締
役
社
長

ハ
リ
マ
共
和
物
産
株
式
会
社

津
田
隆
雄

代
表
取
締
役
会
長

環
境
分
析
の
パ
イ
オ
ニ
ア

石
井
哲
人

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
兵
庫
分
析
セ
ン
タ
ー

石
井

修

取
締
役
会
長

「
採
用
塾
」
は
じ
め
ま
し
た
。

中
庭
基
司

中
小
企
業
診
断
士

マ
ス
タ
ー
シ
ー
ド
経
営
相
談
室

私
た
ち
は
「
高
信
頼
性
鋼
」
を

提
供
し
ま
す

宮
本
勝
弘

代
表
取
締
役
社
長

山
陽
特
殊
製
鋼
株
式
会
社

社
会
と
の
共
生

福
永
吉
秀

代
表
取
締
役
社
長

信
栄
運
輸
株
式
会
社

笑
顔
と
夢
に
満
ち
た

営
農
と
生
活
を
創
造
し
ま
す

福
本
博
之

代
表
理
事
組
合
長

兵
庫
西
農
業
協
同
組
合

藤
井

悟

代
表
取
締
役
社
長

ナ
ガ
セ
ケ
ム
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

私
た
ち
は
豊
か
な
未
来
の
た
め
に

化
学
す
る

信
頼
さ
れ
る
先
生
の
検
査
室

岩
本
泰
秀

代
表
取
締
役

株
式
会
社
兵
庫
県
臨
床
検
査
研
究
所

ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

心
と
心
の
お
つ
き
あ
い

園
田
和
彦

理
事
長

兵
庫
信
用
金
庫

防
犯
住
宅
、

デ
ザ
イ
ン
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
両
立

河
越
祥
郞

代
表
取
締
役

応
緑
株
式
会
社

か
わ

ご
え

よ
し

お

未
来
に
向
か
っ
て

み
ん
な
の
思
い
を
か
た
ち
に
！

西
田
俊
一

代
表
取
締
役

姫
路
ハ
ウ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
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あ
な
た
の
職
場
、

あ
な
た
の
家
庭
を
守
り
ま
す
ʂʂ

市
橋
清
弘

代
表
取
締
役

人
・
街
・
未
来
を
ま
も
る

東
洋
テ
ッ
ク
姫
路
株
式
会
社

出
張
健
康
診
断
特
殊
健
診
等
は

是
非
お
任
せ
下
さ
い

丸
中
良
典

会

長

一
般
財
団
法
人
京
都
工
場
保
健
会

姫
路
事
務
所
・
姫
路
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

看
護
・
教
育
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
て
る
大
学

郷
間
英
世

学

長

姫
路
大
学岩

田
健
一
郎

理
事
長

日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部

参
戦
中
！ 岸

田
直
美

代
表
取
締
役

Ａ
Ｓ
ハ
リ
マ
ア
ル
ビ
オ
ン
株
式
会
社

横
山
嘉
則

取
締
役
所
長

産
業
振
興
株
式
会
社広

畑
事
業
所

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

良
い
会
社
を
目
指
す

空
間
イ
ン
フ
ラ
を

も
っ
と
快
適
・
ず
っ
と
安
心
に
！

北
越
達
男

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
三
機
サ
ー
ビ
ス

日
本
最
大
の
総
合
試
験
分
析
会
社

玉
木
輝
幸

瀬
戸
内
事
業
所
長

日
鉄
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

設
計
、
製
作
、
据
付
、
メ
ン
テ

プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
の
一
括
受
請

梶
浦
雅
丈

代
表
取
締
役

有
限
会
社
共
立
工
事

「
笑
顔
と
感
謝
」

人
見
嘉
伸

代
表
取
締
役

株
式
会
社
大

健

櫻
井
光
男

代
表
取
締
役
社
長

加
西
合
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

Ｋ
Ｇ
Ｋ
グ
ル
ー
プ

地
域
と
共
に
信
頼
を
運
ぶ

後
藤
秀
範

代
表
取
締
役
社
長

西
芝
電
機
株
式
会
社

+6
4
5�&
N
&
3
(
:
�Uo�F6

56
3
&

未
来
へ
つ
な
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー

快
適
な
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
を

提
供
致
し
ま
す

池
田
浩
一

総
支
配
人

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
姫
路

浜

匡
輝

代
表
取
締
役

ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
姫
路
株
式
会
社

『
豊
か
な
社
会
と
自
然
環
境
の
両
立
』

「
継
続
は
力
な
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す

田
路
加
代
子

代
表
取
締
役

総
合
自
動
車
株
式
会
社

物
流
を
通
じ

お
客
様
の
お
客
様
も
笑
顔
す
る

杉
本
圭
也

代
表
取
締
役

有
限
会
社
丸
福
運
送
店

山
下
裕
史

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
１
１
７

冠
婚
葬
祭
・
介
護
で
人
を
つ
な
ぐ

１
１
７
グ
ル
ー
プ
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「
姫
路
花
林
糖
」「
伝
統
創
作
菓
子
」製
造

天
野

治

代
表
取
締
役
社
長

常
盤
堂
製
菓
株
式
会
社

真
空
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

阿
部
英
之

代
表
取
締
役
社
長

ア
ユ
ミ
工
業
株
式
会
社

四
宮
幹
人

支
店
長

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
姫
路
支
店

ご
旅
行
・
イ
ベ
ン
ト
等
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
お
任
せ
下
さ
い

お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
の

暮
ら
し
を
豊
か
に

大
村
浩
一

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
西
松
屋
チ
ェ
ー
ン

『
世
紀
を
越
え
て
』

帽
田
泰
輔

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ハ
マ
ダ

ぼ
う

だ

た
い

す
け

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
構
築
は

お
任
せ
下
さ
い

小
原
竜
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
姫
路
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会

重
村
道
雄

代
表
取
締
役

株
式
会
社
豊
洋
商
会

恩
を
忘
れ
ず
和
を
も
っ
て

全
従
業
員
が
ひ
と
つ
に

お
客
様
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
商
品
で

笑
顔
を
届
け
ま
す

宮
司
直
人

代
表
取
締
役
社
長

岡
野
食
品
株
式
会
社

求
人
マ
ン
ガ
で
差
を
つ
け
る
ʂʂ

髙
島
泰
輔

代
表
取
締
役

有
限
会
社
市
場
印
刷

健
康
家
族
を
応
援
し
ま
す

浦
上
卓
也

代
表
取
締
役
社
長

ゴ
ダ
イ
株
式
会
社

浦
上
晃
之

代
表
取
締
役
会
長

お
か
げ
さ
ま
で

開
業
２０
周
年
を
迎
え
ま
す

片
岡

哲

総
支
配
人

ホ
テ
ル
日
航
姫
路

地
域
に
根
ざ
し
た

文
理
総
合
大
学
と
し
て
前
進
ʂʂ

井
上
清
美

学

長

姫
路
獨
協
大
学



愛
お
し
い
家
族
揃
っ
て
、

思
い
出
の
写
真
を
残
そ
う
。

藤
森
久
嘉

代
表
取
締
役

株
式
会
社
オ
ウ
チ
写
真
場

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

庄
司

茂

代
表
社
員

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　
　
庄
司
茂
事
務
所

播
磨
地
域
の
さ
ら
な
る
雇
用
発
展
を

め
ざ
し
、
邁
進
い
た
し
ま
す

梶
原
敏
樹

会

長

姫
路
地
域
雇
用
開
発
協
会

16
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電
気
設
備
で

社
会
を
快
適
で
豊
か
に
し
ま
す
。

小
林
佑
輔

代
表
取
締
役
社
長

小
林
電
工
株
式
会
社

金
型
・
治
工
具
・
機
械
部
品
製
作

お
任
せ
下
さ
い
！

峰

裕
司

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
新
興
精
機
製
作
所

化
学
で
も
の
づ
く
り
に

貢
献
す
る
企
業

髙
島
正
行

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
シ
マ
ヤ

髙
島
隆
三
郎

代
表
取
締
役
会
長

自
動
制
御
機
器
販
売
、

消
防
設
備
施
工
・
保
守
点
検

山
本
茂
雄

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
興
電
社

立
花

充

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ノ
バ
ッ
ク

新
し
い
独
自
価
値
観
を
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で

金
型
設
計
・
製
作

精
密
板
金
加
工
・
プ
レ
ス
加
工

黒
田
純
市

代
表
取
締
役

パ
イ
オ
ニ
ア
精
工
株
式
会
社

人
材
を
御
用
命
の
際
は

御
連
絡
く
だ
さ
い

井
浪
謙
祐

代
表
取
締
役
社
長

ア
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社

「
煮
釜
だ
し
Ⓡ
」

前
川
隆
嗣

代
表
取
締
役

マ
エ
カ
ワ
テ
イ
ス
ト
株
式
会
社

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
に
貢
献

毛
利
悦
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

協
和
精
工
株
式
会
社

蓄
電
池
・
太
陽
光
発
電

老
人
ホ
ー
ム
及
び
介
護

岸
本
任
司

代
表
取
締
役
社
長

岸
本
木
材
株
式
会
社

木
材
卸
売
・
住
宅
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
・

太
陽
光
発
電

岸
本
隆
明

創
業
者

代
表
取
締
役
会
長

岸
本
木
材
株
式
会
社

大
川

淳

代
表
取
締
役

株
式
会
社
大
川
石
材

お
か
げ
さ
ま
で
創
業
百
余
年

物
作
り
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
迄

御
提
案
し
ま
す
！

竹
谷
真
也

代
表
取
締
役

福
助
機
工
株
式
会
社



17

（順不同）

龍
田
信
一

代
表
取
締
役
社
長

龍
田
紡
績
株
式
会
社

松
本
和
也

代
表
取
締
役

有
限
会
社
松
本
保
険
設
計

東

成
吉

代
表
取
締
役

大
栄
運
輸
株
式
会
社

鎌
谷
正
弘

代
表
取
締
役

株
式
会
社
カ
マ
タ
ニ

松
本
倫
長

代
表
取
締
役
社
長

フ
ジ
プ
レ
ア
ム
株
式
会
社

原
田
公
弘

代
表
取
締
役

大
洋
興
業
株
式
会
社

延
賀
海
輝

代
表
取
締
役
社
長

日
本
丸
天
醤
油
株
式
会
社

香
山
俊
彦

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社

福
本
博
行

代
表
取
締
役

富
士
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

東
田
康
裕

代
表
取
締
役
社
長

日
製
電
機
株
式
会
社

廣
瀬
忠
士

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ア
ス
ノ

上
田
達
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ウ
エ
ダ

蔦

昌
樹

代
表
取
締
役
社
長

蔦
機
械
金
属
株
式
会
社

神
崎
文
吾

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
神
崎
組

宮
﨑
雅
彰

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
宮
﨑
商
店

小
島
弘
久

代
表
取
締
役

東
洋
経
済
調
査
株
式
会
社



（順不同）

18

德
平
裕
二

代
表
取
締
役
社
長

白
鷺
特
殊
鋼
株
式
会
社

金
田
良
平

代
表
取
締
役

株
式
会
社
金
田
組

利
安
宏
文

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
板

文

矢
野

健

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
飯
塚
鐵
鋼

三
木
健
義

代
表
取
締
役

株
式
会
社
三
木
組

原
田
順
子

特
定
社
会
保
険
労
務
士

原
田
労
務
管
理
事
務
所

原
田
昌
志

特
定
社
会
保
険
労
務
士

澤
田
洋
明

代
表
取
締
役
社
長

サ
ワ
ダ
精
密
株
式
会
社

澤
田

一

取
締
役
会
長

和
田
高
広

理
事
長

播
州
信
用
金
庫

入
江
道
弘

専
務
取
締
役

第
一
ゴ
ル
フ
株
式
会
社

竹
田
典
高

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
フ
ェ
ス
タ

川
久
保
陽
一

代
表
取
締
役
社
長

セ
ル
デ
ィ
ア

株
式
会
社
三

商

三
宅
智
章

理
事
長

姫
路
信
用
金
庫

三
宅
知
行

会

長 山
田
重
樹

代
表
取
締
役

オ
ー
エ
ス
産
業
株
式
会
社

長
谷
川
雄
介

代
表
取
締
役
社
長

ヤ
ヱ
ガ
キ
酒
造
株
式
会
社

村
田

潔

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
帝
国
電
機
製
作
所

糴
川
英
毅

代
表
取
締
役
社
長

日
本
電
研
工
業
株
式
会
社



（順不同）

19

岡
田
兼
明

代
表
取
締
役
社
長

大
和
産
業
株
式
会
社

壷
阪
康
裕

代
表
取
締
役
社
長

ツ
ボ
サ
カ
機
鋼
株
式
会
社

寳
角
雅
之

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
寳
角
ギ
ヤ
ー

豊
田
昌
也

総
支
配
人

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
姫
路
ゆ
め
さ
き

樫
谷
輝
夫

代
表
取
締
役

株
式
会
社
カ
シ
タ
ニ

藤
塚
謙
次
郎

代
表
取
締
役

船
場
印
刷
株
式
会
社

岡
田
尚
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

美
樹
工
業
株
式
会
社

稲
澤
英
孝

代
表
取
締
役

株
式
会
社
日
本
テ
ッ
ク

伊
賀

広

代
表
取
締
役

兵
庫
酸
素
株
式
会
社

伊
賀
産
業
株
式
会
社

安
達

裕

代
表
取
締
役

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
工
業
株
式
会
社

田
中
惣
一
郎

代
表
取
締
役

網
干
産
業
株
式
会
社

村
角

昇

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ヒ
メ
プ
ラ

村
角
伸
一

代
表
取
締
役
会
長

塩
谷
宜
数

代
表
取
締
役
社
長

シ
オ
タ
ニ
株
式
会
社

岡
上
一
彦

代
表
取
締
役
社
長

岡
上
運
輸
株
式
会
社

森

勇
人

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
東
洋
機
械
製
作
所

今
村
信
子

代
表
取
締
役
社
長

今
村
産
業
株
式
会
社



（順不同）

20

岡
本
哲
侍

代
表
取
締
役
社
長

タ
イ
コ
ー
展
装
株
式
会
社

本
田
龍
祐

代
表
取
締
役

株
式
会
社
本
田
商
店

市
川
新
吾

代
表
取
締
役

株
式
会
社
平
井
工
業

髙
野

勝

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
山
陽
百
貨
店

立
花
義
宏

代
表
取
締
役

瀬
戸
産
業
株
式
会
社

吉
岡
一
博

代
表
取
締
役

エ
ミ
ス
株
式
会
社

テ
ラ
ッ
ソ
姫
路

高
浜
充
治

代
表
取
締
役
社
長

高
浜
酸
素
株
式
会
社

山
尾
茂
幸

代
表
取
締
役

有
限
会
社
山
尾
熔
接
所

常
盤

充

代
表
取
締
役
社
長

常
盤
電
機
株
式
会
社

島
津
秀
伸

代
表
取
締
役

ム
ツ
ミ
商
事
株
式
会
社

竹
田
典
高

代
表
取
締
役
社
長

ま
ね
き
食
品
株
式
会
社

大
西

敦

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ヤ
カ
グ
ル
ー
プ

勝
間
功
雄

代
表
取
締
役

平
錦
建
設
株
式
会
社

濵
田
長
伸

代
表
取
締
役

株
式
会
社
浜
田
運
送

岡
孝
次

代
表
取
締
役
社
長

龍
野
コ
ル
ク
工
業
株
式
会
社

柴
田
耕
作

代
表
取
締
役
社
長

ア
ー
ク
ハ
リ
マ
株
式
会
社



（順不同）

21

手
島
美
行

理

事

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
同
組
合

永
井
多
津
美

代
表
理
事濱

田
裕
貴

代
表
取
締
役
社
長

サ
ン
ユ
ー
株
式
会
社

山
口
博
之

代
表
取
締
役
会
長

山
口
和
也

代
表
取
締
役

株
式
会
社
Ｓ
Ｂ
Ｃ

Ｓ
Ｂ
Ｃ
姫
路
日
本
語
学
院

杉
本
勝
代

理

事

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ー
プ
協
同
組
合

山
口
博
之

代
表
理
事

黒
田
耕
司

代
表
取
締
役
社
長

御
国
色
素
株
式
会
社

千
木
慶
隆

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ユ
メ
ッ
ク
ス

近
藤
誠
一

姫
路
地
区
統
括
支
配
人

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

宮
本
活
秀

代
表
取
締
役

株
式
会
社
宮
本
組

大
西
雅
之

代
表
取
締
役

株
式
会
社
日
東
社

岸

雄
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
創
芸
社

横
井
時
浩

執
行
役
員
所
長

株
式
会
社
日
本
触
媒
姫
路
製
造
所

岩
本
芳
昭

常
務
執
行
役
員

瀬
戸
内
支
店
長

日
鉄
物
流
株
式
会
社瀬

戸
内
支
店

岩
田
諭
喜
文

工
場
長

株
式
会
社
マ
ン
ダ
ム福

崎
工
場

大
谷
幸
司

代
表
取
締
役
社
長

日
伸
運
輸
株
式
会
社

大
森
信
保

代
表
取
締
役
社
長

播
陽
証
券
株
式
会
社

山
本
清
美

代
表
取
締
役
社
長

ア
ン
サ
ー
株
式
会
社



（順不同）

22

濱
田

聡

代
表
社
員
税
理
士

公
認
会
計
士

ハ
マ
ダ
税
理
士
法
人

濱
田

聡

公
認
会
計
士

濱
田
経
営
会
計
事
務
所

姫
路
経
営
者
協
会
財
務
相
談
役

名
田
和
由

代
表
取
締
役
社
長

ヤ
マ
サ
蒲
鉾
株
式
会
社

齋
木
健
四
郎

取
締
役
社
長

山
陽
色
素
株
式
会
社

齋
木
俊
治
郎

取
締
役
会
長

横
田
昌
彦

代
表
取
締
役
社
長

横
田
石
油
株
式
会
社

黒
田
俊
行

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ン
テ
ェ
ム

丸
尾
将
満

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
正

光

内
海

勉

代
表
取
締
役

松
田
土
木
工
業
株
式
会
社

細
野
友
克

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
警
備
ひ
ゃ
く

河
部
康
伸

代
表
取
締
役

河
部
鋸
刃
工
業
株
式
会
社

竹
内
宏
平

代
表
取
締
役
社
長

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醬
油
株
式
会
社

淺
井
昌
信

代
表
取
締
役
会
長

梅
田
晶
久

代
表
取
締
役

ア
イ
ベ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社

田
中
智
樹

代
表
取
締
役
社
長

ブ
ン
セ
ン
株
式
会
社

石
田

裕

支
店
長

野
村
證
券
株
式
会
社
姫
路
支
店

手
島
直
樹

支
店
長

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株
式
会
社

姫
路
支
店

本
條

潔

代
表
取
締
役

株
式
会
社
本
條
商
店



（順不同）

23

平
山
憲
司

所

長

日
鉄
建
材
株
式
会
社広

畑
製
造
所

岡
本
孝
康

代
表
取
締
役
社
長

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス

池
田
電
機
株
式
会
社

定
信
良
典

代
表
取
締
役
社
長

ダ
イ
ネ
ン
株
式
会
社

木
谷
憲
一

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
大
同
青
果
株
式
会
社

小
倉
優
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ユ
ー
パ
ッ
ク

竹
尾
恭
三

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

東
芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
レ
ー
ジ
株
式
会
社

姫
路
半
導
体
工
場

児
島
生
也

代
表
取
締
役

菱
南
電
装
株
式
会
社

後
藤
博
章

特
定
社
会
保
険
労
務
士

後
藤
博
章
経
営
労
務
管
理
事
務
所

小
原
直
人

代
表
取
締
役

播
州
建
材
株
式
会
社

多
田
正
彦

代
表
取
締
役
社
長

齊
藤
鋼
材
株
式
会
社

赤
錆

充

代
表
取
締
役

ヒ
メ
ジ
理
化
株
式
会
社

濱
田
明
彦

代
表
取
締
役
社
長

浜
屋
株
式
会
社

永
久
千
里

代
表
取
締
役

ば
ん
し
ん
リ
ー
ス
株
式
会
社

木
南
一
志

代
表
取
締
役

株
式
会
社
新
宮
運
送

後
藤
太
志

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
ゴ
ト
ウ
・
ア
ズ
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

後
藤
昇
平

代
表
取
締
役
会
長

黒
住
政
治

執
行
役
員
支
店
長

日
鉄
テ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
株
式
会
社

広
畑
支
店



（順不同）

24

中
島
誠
一
郎

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ス

田
中
和
徳

代
表
取
締
役
副
社
長

三
菱
電
機
モ
ビ
リ
テ
ィ
株
式
会
社

⻆
田
城
治

代
表
取
締
役

株
式
会
社
城
洋

金
城
裕
満

代
表
取
締
役

エ
ス
ケ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

長
濵
昭
吾

代
表
取
締
役

株
式
会
社
洋

行

濵
中

剛

代
表
取
締
役

濱
中
製
鎖
工
業
株
式
会
社

正
徳
英
俊

代
表
取
締
役

株
式
会
社
正

徳

吉
本
哲
也

支
店
長

日
本
通
運
株
式
会
社
姫
路
支
店

荒
川
和
清

代
表
取
締
役
社
長

日
本
ポ
リ
マ
ー
工
業
株
式
会
社

星
本
昌
俊

代
表
取
締
役
社
長

ス
タ
ー
工
業
株
式
会
社

桑
田
純
一
郎

理
事
長

但
陽
信
用
金
庫

福
田
裕
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ラ
ト

宮
内
健
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

福
伸
電
機
株
式
会
社

宮
内
康
伴

取
締
役
会
長

井
上
浩
二

代
表
取
締
役

立
建
設
株
式
会
社

高
橋
克
実

代
表
取
締
役

株
式
会
社
イ
ボ
キ
ン

倉
矢
貴
仁

代
表
取
締
役

株
式
会
社
デ
ー
ビ
ー
精
工
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（順不同）

堂
込
孝
志

代
表
取
締
役
社
長

浅
田
化
学
工
業
株
式
会
社

朝
倉

悟

代
表
取
締
役
会
長

藤
田
佳
男

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

株
式
会
社
マ
ル
ア
イ

濱
本
博
司

代
表
取
締
役

昭
和
瀝
青
工
業
株
式
会
社

小
原
俊
彦

代
表
取
締
役
社
長

播
州
倉
庫
株
式
会
社

中
村
顕
治

執
行
役
員
姫
路
工
場
長

住
友
精
化
株
式
会
社
姫
路
工
場

桃
井
一
光

代
表
取
締
役
社
長

桃
井
製
網
株
式
会
社

原
田
明
浩

代
表
取
締
役
社
長

グ
ロ
ー
リ
ー
株
式
会
社

樽
谷
篤
明

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

大
西
久
樹

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
小
野
設
計

牛
島
和
果

取
締
役
会
長

柿
原
正
明

姫
路
支
社
長

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
姫
路
支
社

五
嶋
淳
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
や
よ
い

埴
岡
大
祐

代
表
取
締
役

株
式
会
社
播
磨
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社

星
野
達
也

代
表
取
締
役
社
長

シ
ョ
ー
ワ
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社

山
本
幹
雄

取
締
役
社
長

虹
技
株
式
会
社

石
田
一
成

代
表
取
締
役

日
東
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

黒
田
久
子

取
締
役
会
長

中
野
敏
光

代
表
取
締
役
社
長

Ｗ
Ｄ
Ｂ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社



（順不同）
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小
林
雅
也

代
表
取
締
役
社
長

マ
ル
イ
チ
株
式
会
社

髙
石
博
行

代
表
取
締
役

有
限
会
社
高
石
印
刷

服
部
和
幸

代
表
社
員
税
理
士
・
公
認
会
計
士

は
り
ま
税
理
士
法
人

猿
渡
康
隆

代
表
取
締
役
社
長

富
士
物
産
株
式
会
社

奥
村
眞
人

代
表
取
締
役
会
長

坪
田
充
治

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
坪
田
工
務
店

棒
谷
秀
信

代
表
取
締
役

塩
谷
工
業
株
式
会
社

佐
和
𠮷
敬

代
表
取
締
役
社
長

佐
和
鍍
金
工
業
株
式
会
社

西
田
快
人

代
表
取
締
役

龍
野
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

田
邉
浩
平

執
行
役
員

支
店
長

株
式
会
社
き
ん
で
ん
姫
路
支
店

梶
原
敏
樹

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ

黒
川
哲
夫

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
大
岡
酸
素
商
会

船
田
大
二
郎

取
締
役
専
務

株
式
会
社
イ
チ
ロ
ウ
産
業

大
橋
正
彦

代
表
取
締
役
社
長

大
セ
メ
運
輸
株
式
会
社

北
条
親
央

姫
路
営
業
支
店
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
兵
庫
支
店

ビ
ジ
ネ
ス
営
業
部

金
川
富
康

代
表
取
締
役

有
限
会
社
金
川
鐵
工
所

芦
田
雄
二

代
表
取
締
役
社
長

三
栄
株
式
会
社



（順不同）
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井
上

修

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
井
上
鉄
工
所

内
川
通
孝

支
店
長

み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社姫

路
支
店

藤
田
弘
一

代
表
取
締
役
社
長

姫
路
合
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

坂
口

均

代
表
取
締
役

株
式
会
社
サ
ニ
ー
テ
ッ
ク

西
脇
康
雄

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
清
交
倶
楽
部

山
田
雅
春

代
表
取
締
役

姫
菱
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社

茅
原
勝
也

取
締
役
本
社
部
長

株
式
会
社
日
触
物
流
サ
ー
ビ
ス
姫
路

中
原

整

代
表
取
締
役
社
長

中
原

整

取
締
役
姫
路
物
流
統
括

日
触
物
流
株
式
会
社

岸
本
隆
明

代
表
取
締
役

株
式
会
社
三
幸
産
業

岸
本
隆
明

代
表
取
締
役

姫
路
港
木
材
株
式
会
社

橋
本
雅
彦

代
表
取
締
役
社
長

三
木
産
業
株
式
会
社

小
野

徹

取
締
役
会
長

小
野
高
速
印
刷
株
式
会
社

小
野
義
直

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ア
ン
ド

山
野
正
豊

代
表
取
締
役
社
長

山
野
印
刷
株
式
会
社

山
路
晋
也

支
配
人

株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

た
つ
の
市
国
民
宿
舎
志
ん
ぐ
荘

原

孝
史

代
表
取
締
役
会
長

原
鉄
工
株
式
会
社



会
員
の
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に
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、
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つ
き
ま
し
て
、
多
数
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賛
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賜

わ
り
、
誠
に
あ
り
が
た
く
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
事
務
局
よ
り
の
ご
挨
拶
は
、

本
紙
上
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

姫
路
経
営
者
協
会

会　
　
　

長

岡
田

兼
明

上
席
副
会
長

林　
　

叔
子

　
　

〃　
　

梶
原

敏
樹

副

会

長

田
中

和
徳

　
　

〃　
　

立
花

義
隆

　
　

〃　
　

壷
阪

康
裕

　
　

〃　
　

黒
田

直
樹

専
務
理
事

伊
藤

惠
介

●
事
務
局
職
員
一
同
●

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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（順不同）

川
平
穣
哉

代
表
取
締
役

川
平
電
機
株
式
会
社

西
本
和
俊

宮

司

播
磨
国
総
社
射
楯
兵
主
神
社

馬
場

隆

代
表
取
締
役

株
式
会
社
Ｈ
・
Ｒ
・
Ｃ

山
田

巧

代
表
取
締
役

山
田
産
業
株
式
会
社

中
島
裕
之

代
表
取
締
役

正
幸
堂
印
刷
株
式
会
社

木
村
泰
之

理
事
長

医
療
法
人
佑
健
会
木
村
病
院

長

尾

真

代
表
取
締
役
社
長

神
姫
バ
ス
株
式
会
社

多
田
徹
哉

代
表
取
締
役

ユ
ー
ジ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

菅
谷
香
里

代

表

菅
谷
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

平
位
宜
規

代
表
取
締
役
社
長

平
位
興
業
株
式
会
社
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ແީੑ৺ڏے血

　心臓の筋肉に血流を送っている血管（冠状動脈）が細
くなったり（狭心症）、詰まったり（心筋梗塞）して心臓
に十分な血液を送れなくなる状態が心筋虚血の状態で
す。通常狭心症は運動をしたときに胸痛が出現し安静で
改善します。また心筋梗塞は非常に強い胸痛が30分以上
続きます。しかしながら糖尿病の方や高齢者は心臓の自
律神経障害のため心筋虚血が起こっても胸痛が出現せ
ず、わかりにくいことがあります。この状態を無症候性
心筋虚血といいます。無症候性心筋虚血は胸痛がなくて
も心筋虚血の状態ですので胸痛のある心筋虚血と予後に
関しては差がないか、予後が悪いとも言われています。
無症候性心筋虚血の診断は胸痛がないため診断が難しい
ですが、ちょっとした症状を主治医の先生に訴えること

で手掛かりになります。その症状は今までになかったよ
うな呼吸困難感や胸の詰まる感じです。さらに心筋梗塞
であればそのような症状に加えて冷汗などの症状も伴い
ますのでその場合は救急受診も考慮してください。糖尿
病は心筋虚血の危険因子ですので心筋虚血の頻度は糖尿
病の方が通常の方の3倍になると言われています。特に
糖尿病の方は今までになかっ
たような呼吸困難感や胸の詰
まる感じがあれば主治医の先
生に伝えて頂くことや医療機
関を受診して頂くことが大切
です。

姫路市医師会
スポーツ医学
委員会

 ా խ ਓ

会社概要
˔දऀ໊　大場　康弘
˔ॴ ࡏ 　（兵庫支社）姫路市駅前町60 マルイト姫路ビル1階
˔TEL．050-2016-8604　FAX．079-284-5765
˔ϗʔϜϖʔδΞυϨε　https://www.himawari-life.co. jp/

˔ઃɹɹཱ　1981年（昭和56年）7月7日
ࢿ˔ ຊ ۚ　172億5千万円
　༰　生命保険事業ۀࣄ˔
˔औѻ・　各種保険商品・健康応援サービス

　当社の取組みを通じて、健康な会員の皆さまが増える
こと、すべての方に「ひまわり生命に出会えてよかった」
と思っていただけることを目指し、そして会員の皆さま
が末永く健康で豊かな人生を過ごせるようにご支援して
いきます。

セールスポイント

“安心・安全・健康”であふれる未来へ

今後の展望・目標

　当社は、「お客さまの安心・安全・健康に資する最高品質のサービスをご提供し、
社会に貢献する」というSOMPOグループの経営理念のもと、「健康応援企業」への
変革を進めています。
　「健康応援企業」への変革とは、生命保険の伝統的な役割である「万が一」への備
え（Insurance）と、「毎日」に寄り添って健康を応援する機能（Healthcare）を組
み合わせた、従来にない新たな価値「Insurhealth®（インシュアヘルス）」をお客さ
まに提供し、豊かな人生や夢の実現をサポートできる
存在になることを目指しております。

ホテルモントレのあるビル1階に
ございます

当社オリジナルの体操を作っており、
MTG時にみんなで体操してます

40.10ͻ·ΘΓੜ໋保ࣜגݥձࣾ

森田内科・循環器科
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һୀ৬ۚͷݱڅࢧ
姫路経営者協会 財務相談役
ハマダ税理士法人
代表社員税理士 公認会計士

ᖛ ా ɹ૱

当社は後継者不在のため、̢ˍ̖によりձ社をച٫する
ことになりました。そのࡍ、代ද取క役社長のࢲは保有
している当社ࣜגのച٫と役員退職金úó500ສԁを受給

することになりました。退職金は、現金úó000ສԁと評価額500
ສԁのձ社ॴ有のं྆を受け取る༧定です。このような場合の
੫務上の留意点をڭえてくͩさい。

近年、後継者がいない法人が、̢ˍ̖を利用して業務と
従業員等はそのまま継続できるようにձ社をച٫し、経
営者であった社長は退職金をもらいリλイアをすること

を考える事例が૿えてきたようです。この場合に、金મで受け
取る退職金ͩけでなく今まで社長がѪ用していたձ社ॴ有のं
などをҾき続き利用したい等の理༝から一部を現支給で受け
取ることをرする場面も見受けられるようになりました。こ
の役員退職金の現支給の意点は以下のとおりです。

ʢøʣһୀ৬ۚのࢉܭ
　一ൠ的に役員の退職金は法人において「役員退職金規程」を
成し、その支給基準・金額等を事前に定め、その規定に従っ࡞
てܭ算された金額をגओ૯ձの決ٞ後に支給することができま
す。この場合の「役員退職金規程」において定められる退職金
のܭ算ํ法は「功ഒ法」がわれることがଟいです。
ʪ功ഒ法ʫ
　役員退職金ʹ近の月額報酬額ʷ役員ۈ続年ʷ功ഒ

ʢùʣݱڅࢧ
　長年経営していた法人の創業者などが退職する場合、功ഒ
法でܭ算すると退職金が高額となり、法人の手取ࢿ金では現
金支給がࠔ難となり一部（またはશ額）を法人のॴ有するࢿ産
で支うこともあります。例えば、社として用していた
ݐや、社用ंとして用していたंを退職金として現支
給するなどです。
　現金で支給される場合は額面どおりであるが、現支給の場

合はその退職時の評価額を支給額とします。現金と合わせて支
給する場合は評価額との合ܭ額が退職金として扱われます。こ
の場合に意すき点は、גओ૯ձの決ٞ時に現支給するࢿ
産とその金額を明記することです。גओ૯ձの決ٞにおいて現
支給するࢿ産・金額を明記した場合には消අ੫法上のࢿ産の
ৡ等には該当しませΜが、退職金額のみを決ٞし、その後現
金の不分を現支給でิうと、代ห済によるࢿ産のৡと
して扱われ、法人において消අ੫の課੫対となります。

ʢúʣ۩ମྫ
　役員退職金　úó500ສԁ
　支給ํ法　　現༬金　úó000ສԁ　　ं　྆　価１00ສԁ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 評価額　500ສԁ
　ʪ仕༁ʫ
　　　　　　आํ　　　　　　　　　　　 ିํ
　　　退職金　úó500ສԁ　　　　現༬金　　úó000ສԁ
　　　　　　　　　　　　　　　 ं　྆　　　１00ສԁ
　　　　　　　　　　　　　　　 ं྆ৡӹ　４00ສԁ
　ʪݯઘॴ得੫ʫ
　　　退職金にかかるݯઘॴ得੫　úó500ສԁに対する額
　ʪॅ民੫ʫ
　　　退職金にかかる特ผ収ॅ民੫　úó500ສԁに対する額
　ʪ退職ॴ得の金額ʫ
　　　（退職金等の金額ʵ退職ॴ得߇আ額）̫ ₂分の⚑
　ʪ退職ॴ得߇আ額ʫ
続年ۈ続年20年以下　４0ສԁʷۈ　　　
　　　　ÿ0ສԁにຬたない場合はÿ0ສԁ
　続年20年ۈ　　　
　　　　ÿ00ສԁʴþ0ສԁ （続年ʵ20年ۈ̫）
　ʪ特定役員退職手当等ʫ
　　　役員等ۈ続年が₅年以下の場合には、退職ॴ得のܭ算
　　　において₂分の⚑のܭ算適用はありませΜ。

Ｑ

Ａ

　なお、事務局では労務相談以外にも賃金等に関する調査結果や労務専門機関の書籍等の情報もございます。
労務・人事に関するお悩みがある場合は、労務相談員とあわせて事務局もご活用ください。

労務相談は下記の通りです。
૬ ஊ ɹݪଇຖिՐ༵（ఔϗʔϜϖʔδΑΓ֬͝ೝͩ͘͞いɻ）
ɹɹɹɹɹ��ʙ࣌��（னܜٳআ͘）̡ ఔʳؒ࣌�ࣾ�
　　ॴɹ姫路ܦӦऀڠձ ૬ஊ （ࣨ姫路ձٞॴ ৽ؗ�֊）
डํ๏ɹి・ϝʔϧʹͯࣄલʹ૬ஊΛ༧ͩ͘͞いɻ
ɹɹɹɹɹͳ͓ɺ༧ͷࡍʹɺ؆୯ʹ૬ஊ༰Λ͓教͑ͩ͘͞いɻ
ɹɹɹɹɹ5&-：���ʖ���ʖ����ɹ.BJM：LFJLZPˏI�LFJLZP�HS�KQ

ホームページは
こちら

当協会では会員限定のサービスとして、�労務関連のご相談を受け付けております。

労務相談のご案内
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はりま法律事務所
弁護士　Ճ ౻ ܙ Ұ

定年退職後の嘱託社員（継続有期雇用契約）に退職前と
同じ仕事をしてもらっています。基本給額を定年前の金
額より下げても良いですか。

定年退職後の嘱託社員の不合理な待遇禁止はパート有期
法第₈条（労働契約法旧第20条から移行）で規制されて
います。このことは厚生労働省の運用指針（ガイドライ

ン）や判例で示されています。
　待遇差の合理性は「業務の内容」「責任の程度」「職務の内容
及び配置の変更の範囲」「その他の事情」から判断することに
なります。
　まず基本給の性質や目的について精査します。ガイドライン
で基本給は「能力又は経験」に応じて支給している場合、通
常の労働者と同一の能力又は経験を有している短時間・有期雇
用労働者にはそれに応じた同一の基本給を支給するとしていま
す。
　退職前の正社員時と退職後の嘱託の業務内容や、配置の変更

の範囲が同じでも基本給の性質や目的が異なることがある。
そこで、これまでの判例は嘱託社員の基本給の待遇差判断に当
たって「その他の事情」で「定年退職時に嘱託社員は退職金受
給済み、高年齢雇用継続給付金の受給、報酬比例年金受給」等、
年収ベースを考慮して基本給額の差は不均衡待遇では無いと判
断しています。　
　今後、退職金が支給されない、65歳まで年金未支給の場合等
を考慮すると、どのような判断になるのかが気になります。
　また、嘱託社員の基本給が定年前の₆割を下回ってはダメと
いう裁判例が出ました。さらに手当の種類によって待遇差は違
法との判例もあり、手当等で待遇差を設ける場合は充分な検討
が必要です。
　定年退職後の嘱託社員の処遇面は労働組合や該当者と話し合
いを重ねること。賃金の性質、支給目的、仕事の内容、責任の
違い等に応じた賃金支給決定ルールを分析して合理的な違いで
あることを説明できるようにすることが重要です。
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労務相談員　　　
社会保険労務士　
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当社では外国人技能実習生を雇用していますが、最近、
技能実習制度が変わるという話を聞きました。どのよう
な制度に変わるのでしょうか。

ご指摘のとおり、令和₆年₆月１４日、「出入国管理及び
難民認定法等の一部を改正する法律（令和₆年法律第5９
号）」及び「出入国管理及び難民認定法及び外国人の技

能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律の一部
を改正する法律（令和₆年法律第60号）」（以下、「改正技能実習
法」と略記します。）が成立し、同月2１日に公布されました。
本改正により、改正法の公布日から起算して₃年以内には現行
の技能実習制度が発展的に解消され、人材確保と人材育成を目
的とする新たな「育成就労制度」が導入されることとなりました。

１．制度改正の目的
　今回の法改正は、技能実習制度を発展的に解消して人材育成
と人材確保を目的とする「育成就労制度」を創設し、これま
で技能実習制度において指摘されてきた課題を解消するととも
に、育成就労制度と特定技能制度に連続性を持たせることで、
外国人が我が国で就労しながらキャリアアップできる分かりや
すい制度を構築し、長期にわたり我が国の産業を支える人材を
確保することを目指すことを目的とされています。これまでと
大きく異なり、「人材確保」をも目的に掲げられていることか
らも、これまで以上に労働力としての外国人が日本の産業に活
用されることが期待されています。

₂．改正法のポイント
①転籍要件の柔軟化
　これまでの技能実習制度では、転籍は「やむを得ない事情」
がある場合に限定されていましたが、新制度下においては、

この「やむを得ない事情」の範囲が拡大・明確化されるとと
もに手続も柔軟化される見込みです。
　さらに、新制度においては、一定の要件の下、本人（外国人）
の意向による転籍も認められることになっています。この要
件は今後省令等において具体化されることになっています。

②活動できる期間の伸長
　これまでの技能実習制度では、期間が上限₅年間とされ、
終了後には帰国することが原則的な取扱いでした。
　育成就労制度においては、一定の技能水準（特定技能１号
の技能水準）の人材を育成することが目標とされているこ
とから、育成就労の原則的な期間は₃年間とされています。
もっとも、この就労による育成・評価が奏功し、一定の技能
検定試験等や日本語能力試験に合格することができれば、特
定技能１号ないしは特定技能₂号に移行できる可能性があり
ます。この場合には日本に在留できる期間がさらに伸長され
ることになりますので、長期間就労できる可能性もあること
になります。

③監理支援機関の設置、規制
　従来の監理団体に代わって、「監理支援機関」が設置され
ます。監理団体とは、外国人を技能実習生として受け入れる
企業と技能実習生に対し、支援や監査を行う非営利法人を指
しますが、独立性・中立性の不備や、職員体制の不十分さな
どの問題点が指摘されていました。
　そこで、新制度下の監理支援機関においては、受入れ機関
と密接な関係を有する役職員の監理への関与の制限、外部
監査人の設置の義務化等によって独立性・中立性の確保を図
ることになりました。監理支援機関としての許可を受けられ
ない業者は、監理支援事業を行えないことになります。この
ような厳格化した制度によって監理支援機関による適正な支
援・監査が期待されるところです。
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3号連続で情報をお届けする血管健康シリーズの第3回目です。
前回のテーマ「血管が老化する要因」に続いて、今回は「血管を若く保つための方法」をテーマに解
説していきます。今回の連載で“病気の根本は血管の老化にある”ということが分かっていただけたか
と思いますが、血管の老化を加速させないためにはどうすべきか？を知り、予防しましょう！

内皮細胞がカギ！

動脈の血管壁は、外膜、中膜、内膜の3層構造で成り立っており、この中で内膜層の最も内側にあり、
血管内を流れる血液と接触している細胞が「内皮細胞」です。

今日からできる生活改善

食事は腹8分目
間食・甘いものを控える
野菜を積極的に摂取
おかずは肉より青魚
アルコールは日本酒1日1合が目安

老化を加速させる生活習慣を知りましょう

煙草１本を吸うと血圧上昇が15分以上続くと言われています。
ニコチンを摂取することで、心拍数の増加、血圧の上昇、末梢血管の収縮などの変化が身体に表れます。
プラーク（注1）の原因を除去するHDLコレステロール（善玉コレステロール）を減らしてしまう原因にもな
ります。

ଓ͘ঢ়ଶ͕ؒ࣌ײ෦ͷܹ௧ѹഭڳ
ͰɺಥવࢮͷݪҼʹͳΓ·͢ɻ
લஹͱͯ͠ɺڱ৺ͷঢ়͕දΕΔ͜ͱ
͋Γ·͕͢ɺԿͷલ৮Εͳ͘ಥવൃ
͢Δέʔεগͳ͋͘Γ·ͤΜɻ

～病気のリスクを知りましょう～
【心筋梗塞について】

【血管年齢セルフチェック】
血管ԽͷਐΈ۩߹はҎԼͷࣜࢉܭͰ͔Γ·͢ʂ

参考文献：
公益財団法人日本心臓財団 健康ハート叢所「血管年齢を意識する」
https://www.jhf.or.jp/publish/sousyo/no19_20173.html　
全国健康保険協会協会けんぽ「4月 しなやかな血管のために」
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/g5/cat510/h30/300401001/
リーフレット「動脈硬化の温床 脂質異常症を防ぐ血液サラサラ生活」
(姫路市健康福祉局保健所より提供)
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少し息が弾む程度の運動を週3～5回
室内自転車または速足30～40分
エレベーターを使わず歩く
水泳・ジョギング・ラジオ体操等
全身の筋肉を動かす

皮膚と同じように新陳代謝によって新しく生まれ変わるため、動脈硬化が始まっている段階でも生活習慣を見直すことで、
内皮細胞の機能を回復させることができます。

��Ҏ্ͷ߹はཁҙʂ
ଠ͍血管ͷԽʹऩॖظ血ѹʵ֦ுظ血ѹ

��Ҏ্ͷ߹はཁҙʂ
ʹ血管ͷԽ͍ࡉ
֦ுظ血ѹʢ�ʣɹʢऩॖظ血ѹʢ3ʣɻ ֦ுظ血ѹʣy 3
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ετϨε ストレスが多い生活も血圧の上昇や血液の凝固が起きやすくなり、血管の負担となります。

৯ੜ׆ ӡ　ಈ
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血管นをकΔʮόリΞػʯ
血液中の悪い成分が血管壁内に侵入するのを防ぐ堤防のような役割
血管ͷ健康をଅਐ͢Δʮੑ׆Խػʯ
一酸化窒素（NO）を生み出し、このNOが血管壁を広げたり、
血液中に放出されることで血液をかたまりにくくさせる。

内皮細胞には
こんな機能が
あります
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